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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
ド
イ
ツ

へ
ハ
ノ
ー
バ
ー
メ
ッ
セ
の
見
学
に
行
っ

て
来
た
。
円
安
の
影
響
に
よ
る
旅
費
滞

在
費
の
高
さ
に
狼
狽
し
た
が
、
そ
れ
で

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
産
業
界
の
現
状
と
目

指
す
と
こ
ろ
、
最
新
ト
レ
ン
ド
、
現
地

の
生
活
の
様
子
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
日
本
で
は
得
ら
れ
な
い
刺
激
や
気
づ
き
も

あ
り
有
意
義
な
旅
と
な
っ
た
▼
最
も
大
き
く
感

じ
た
ト
レ
ン
ド
は
「
電
化
の
進
化
を
い
か
に
実

現
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ま
で
、
発
電

所
で
大
規
模
に
電
気
を
作
り
、
消
費
地
ま
で
届

け
、
そ
れ
を
特
別
に
意
識
せ
ず
に
使
っ
て
い
た

時
代
か
ら
、
も
っ
と
効
率
的
に
作
り
、
送
り
、

た
め
て
、
使
う
形
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

時
代
に
直
面
し
、
そ
の
た
め
に
発
電
、
送
電
、

蓄
電
、
電
気
使
用
の
全
領
域
を
変
革
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
ド
イ
ツ
電
気
電
子
工
業
連
盟

（
Ｚ
Ｖ
Ｅ
Ｉ
）
は
Ａ
Ｌ
Ｌ
　
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｉ

ｃ
　
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、

出
展
各
社
か
ら
も
そ
れ
に
関
連
し
た
展
示
も
多

く
見
受
け
ら
れ
、
ド
イ
ツ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
電

気
業
界
の
未
来
へ
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
、
そ
こ
に

向
け
た
本
気
度
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
や
は

り
国
や
地
域
を
挙
げ
て
進
め
る
取
り
組
み
は
力

強
く
、
他
国
に
と
っ
て
は
脅
威
で
も
あ
る
。
こ

う
し
て
世
界
の
ト
レ
ン
ド
は
作
ら
れ
、
進
ん
で

い
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
▼
翻
っ
て

国
と
し
て
の
日
本
、
電
気
業
界
は
未
来
像
を
ど

う
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
た
ぶ
ん
ド
イ
ツ

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、
実
際
に
進
ん
で

い
る
の
だ
ろ
う
が
、
計
画
性
を
持
っ
て
歩
調
を

合
わ
せ
て
進
ん
で
い
る
か
は
不
明
だ
。
た
だ
世

界
の
潮
流
に
流
さ
れ
、
追
随
し
、
各
社
が
自
助

努
力
で
対
応
し
て
い
る
感
じ
だ
。
最
前
線
に
い

る
優
秀
な
民
間
企
業
が
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
日
本
の
電
気
業
界
が
そ
れ
な
り
に
競
争
力
を

維
持
で
き
て
い
る
が
、
人
手
不
足
と
激
し
い
国

国を挙げて電気業界の未来へと前進するドイツ　果たして日本は？

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
６
５
号
は
5

月
22
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

際
競
争
の
な
か
、
現
状
の
ま
ま
で
は
未
来
は
厳
し
い
。

い
ま
日
本
は
土
俵
際
に
あ
る
。
そ
の
一
方
で
人
々
の
価

値
観
も
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
過
去
の
し
が
ら
み
か

ら
決
別
し
て
大
き
く
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
い

ま
こ
そ
産
官
学
で
力
を
結
集
し
、
次
の
電
気
業
界
の
時

代
を
考
え
、
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
日
本
の
製
造
業
が
、
歴
史
的
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
こ
と
は
再
三
に
わ
た
り
こ
の
コ

ラ
ム
で
も
話
題
に
し
て
き
た
。
熊
本
や
千
歳

な
ど
日
本
の
各
地
で
、
半
導
体
フ
ァ
ン
ダ
リ

ー
（
Ｆ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ｒ
ｙ
）
へ
の
巨
大
投
資
が

行
わ
れ
て
お
り
、
日
本
の
将
来
を
根
底
か
ら

変
え
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。
バ
ブ
ル
崩

壊
以
前
に
は
50
％
を
超
え
る
日
本
の
半
導
体

シ
ェ
ア
が
現
在
は
10
％
ま
で
低
下
し
、
数
年

後
に
は
ゼ
ロ
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

突
然
の
巨
大
投
資
の
実
現
で
日
本
に
明
る
い

未
来
が
見
え
て
き
た
。

　
フ
ァ
ン
ダ
リ
ー
と
は
、
半
導
体
製
造
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
企
業
の
こ
と

で
、
他
の
企
業
（
発
注
元
）
か
ら
依
頼
を
受

け
て
、
（
設
計
部
門
を
持
た
ず
）
半
導
体
チ

ッ
プ
の
製
造
に
特
化
す
る
企
業
で
あ
る
。
世

界
最
大
の
フ
ァ
ン
ダ
リ
ー
企
業
に
は
、
台
湾

の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
（
台
湾
積
体
電
路
製
造
会
社
）

や
韓
国
の
Ｓ
ａ
ｍ
ｓ
ｕ
ｎ
ｇ
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ

ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ
が
あ
り
、
日
本
の
半
導
体
敗
北

の
象
徴
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
ダ
リ
ー
の
発
注
元

で
あ
る
半
導
体
企
業
は
、
フ
ァ
ブ
レ
ス
企
業

と
呼
ば
れ
設
計
に
特
化
す
る
。
自
ら
製
造
施

設
を
持
た
ず
に
済
み
、
設
計
に
集
中
で
き
る

た
め
、
開
発
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
。
半
導

体
産
業
は
、
フ
ァ
ブ
レ
ス
企
業
と
フ
ァ
ン
ダ

リ
ー
企
業
の
連
携
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
日
本
が
数
十
年
前
に
、
半
導
体
分
野
で
国

際
競
争
力
を
失
っ
た
原
因
は
二
つ
考
え
ら
れ

る
。
一
つ
目
は
、
フ
ァ
ン
ダ
リ
ー
へ
の
対
応

遅
れ
で
あ
る
。
数
十
年
前
の
日
本
は
、
垂
直

統
合
と
呼
ば
れ
る
設
計
か
ら
製
造
ま
で
自
社

で
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
固
守
し
て
い

た
。
二
つ
目
は
、
米
国
の
強
烈
な
日
本
パ
ッ

シ
ン
グ
で
あ
る
。
前
記
の
二
つ
の
要
因
に
加

え
、
円
高
と
デ
フ
レ
の
影
響
で
、
日
本
の
半

導
体
企
業
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
東
芝
、
日
立
な
ど
）

は
投
資
を
制
限
し
、
優
秀
な
技
術
者
ま
で
リ

ス
ト
ラ
対
象
と
な
り
、
人
材
と
技
術
が
海
外

流
出
し
た
悲
劇
が
起
き
た
こ
と
は
痛
恨
の
極

み
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
２
０
２
４
年
に
な
っ
て
状
況

は
一
変
し
た
。
フ
ァ
ン
ダ
リ
ー
投
資
に
は
膨

大
の
資
金
と
人
材
が
必
要
で
あ
る
が
、
経
済

産
業
省
が
数
兆
円
規
模
に
及
ぶ
助
成
金
を
準

備
し
、
段
階
的
実
施
し
た
結
果
、
多
く
の
企

業
が
参
画
し
、
半
導
体
狂
騒
と
呼
ぶ
べ
き
大

変
化
が
起
き
て
い
る
。
約
30
年
以
上
に
わ
た

り
大
型
投
資
の
経
験
の
な
い
日
本
政
府
の
英

断
は
、
驚
愕
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
政
府
主
導
の
新
事
業
創
造
が
実
現
し

た
。
今
ま
で
政
府
は
民
間
主
導
、
す
な
わ
ち

ベ
ン
チ
ャ
ー
会
社
等
、
民
間
の
力
で
新
し
い

産
業
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い
た
だ
け
に
、

今
回
の
政
府
主
導
の
政
策
は
特
筆
す
べ
き
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
の
背
景
に
米
国
の
意
図
が

あ
る
の
は
明
白
だ
。
と
い
う
の
も
、
米
国
に

と
っ
て
中
国
が
進
め
る
「
中
国
製
造
２
０
２

５
」
の
阻
止
は
、
安
全
保
障
上
の
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
か
ら
だ
。
紙
面
の
関
係
で
詳
細
は

割
愛
す
る
が
、「
中
国
製
造
２
０
２
５
」で
は
、

半
導
体
領
域
で
す
べ
て
自
国
調
達
を
目
標
に

し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
間
で
進
行

中
の
技
術
お
よ
び
貿
易
戦
争
は
、
両
国
の
戦

略
的
な
利
益
が
直
接
衝
突
し
て
お
り
、
こ
の

大
局
的
な
対
立
は
、
半
導
体
を
含
む
高
技
術

産
業
に
お
い
て
、（
中
国
包
囲
網
を
構
築
し
）

供
給
チ
ェ
ー
ン
の
安
全
性
と
技
術
の
独
立
性

を
重
視
す
る
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
環
境
の
中
で
、
日

本
の
半
導
体
産
業
へ
の
再
投
資
は
、
米
国
に

と
っ
て
唯
一
の
「
２
国
間
同
盟
国
」
日
本
へ

の
期
待
と
依
存
の
現
れ
で
あ
り
、
米
国
の
国

益
の
た
め
で
も
あ
る
。
現
在
、
こ
の
投
資
に

対
す
る
米
国
の
日
本
パ
ッ
シ
ン
グ
は
皆
無
で

あ
る
。
特
に
熊
本
や
千
歳
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安
全
保
障
と

技
術
的
主
導
権
を
巡
る
広
範
な
戦
略
の
一
環

と
し
て
、
さ
ら
な
る
意
義
を
持
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。
い
ま
の
半
導
体
狂
騒
は
、
国
内

外
で
の
日
本
製
造
業
の
競
争
力
を
高
め
、
投

資
を
キ
ッ
カ
ケ
と
し
た
健
全
の
イ
ン
フ
レ
に

よ
る
日
本
大
復
活
の
期
待
も
高
ま
る
半
面

で
、
各
地
で
人
材
不
足
と
人
件
費
高
騰
の
深

刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
動
向
を
肌
感
覚
で
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

し
て
い
る
の
は
、
九
州
の
優
良
中
小
企
業
で

あ
る
。
福
岡
に
株
式
会
社
三
松
と
い
う
日
本

の
精
密
板
金
業
界
を
代
表
す
る
企
業
が
あ
る

が
、
当
社
製
の
「
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー
ロ

ボ
ッ
ト
」
を
即
決
し
て
導
入
し
た
。
三
松
で

は
、
自
動
化
工
場
構
築
や
新
事
業
分
野
の
取

り
組
み
に
ま
い
進
し
て
お
り
、
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
の
活
用
に
も
極
め
て
積
極
的
で
あ
る
。
社

長
の
田
名
部
氏
は
『
Ｄ
Ｘ
と
自
動
化
な
く
し

て
企
業
の
存
続
は
な
い
』
と
明
言
さ
れ
て
い

る
。
日
本
政
府
に
よ
る
半
導
体
産
業
へ
の
巨

額
の
投
資
は
確
か
に
国
内
外
で
の
競
争
力
を

高
め
る
一
方
で
、
業
界
内
の
二
極
化
「
弱
肉

強
食
」
の
環
境
が
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
大
企
業
や
優
良
中
小
企
業
が
さ
ら
に
成

長
を
遂
げ
る
一
方
で
、
小
規
模
な
企
業
は
資

金
調
達
や
人
材
獲
得
の
面
で
困
難
を
増
す
こ

と
に
な
る
。
特
に
、
新
し
い
技
術
や
投
資
に

迅
速
に
適
応
で
き
る
企
業
と
異
な
り
、
資
源

が
限
ら
れ
て
い
る
小
規
模
の
製
造
企
業
は
、

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
の
生
存
が
さ
ら
に
厳

し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、
そ
の
対
応
を
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
前
述
の
三
松
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｘ
化
と
自
動

化
を
進
め
る
こ
と
は
極
め
て
有
効
な
打
ち
手

で
あ
る
が
、
多
く
の
中
小
企
業
が
Ｄ
Ｘ
化
に

踏
み
切
れ
ず
に
い
る
の
は
、
残
念
で
あ
る
。

『
守
れ
ば
負
け
る
』
そ
ん
な
時
代
が
突
然
や

っ
て
き
た
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●110●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

半
導
体
狂
騒中

小
製
造
業
に
忍
び
寄
る『
人
材
不
足
』

　
Ｆ
Ａ
・
機
械
メ
ー
カ
ー
の
２
０
２
４
年
３
月
期
の
決
算
発
表
が
は
じ
ま
っ
た
。
受
注
残
の
消
化
効
果
で
好
調
だ

っ
た
前
年
に
対
し
、
２
０
２
３
年
度
は
そ
の
反
動
や
在
庫
の
増
加
に
よ
っ
て
状
況
は
厳
し
く
、
市
場
環
境
も
欧
米

は
堅
調
だ
が
、
中
国
の
停
滞
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
Ｆ
Ａ
事
業
は
難
し
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
２

４
年
度
の
見
通
し
に
つ
い
て
も
、
下
期
に
は
状
況
は
回
復
す
る
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
不
透
明
・
不
安
定
さ
は
変

わ
ら
ず
、
し
ば
ら
く
は
我
慢
が
続
く
。
そ
の
一
方
で
、
Ｄ
Ｘ
や
脱
炭
素
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
半
導
体
、
自
動
化
と
い

っ
た
需
要
が
消
え
た
訳
で
は
な
く
、
粘
り
強
く
提
案
と
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
。

三菱電機　2024年3月期連結決算
前年度比

売上高 5兆2579億1400万円 5.1％増

営業利益 3285億2500万円 25.2％増

純利益 2849億4900万円 33.2％増

キーエンス 2024年3月期連結決算
前年度比

売上高 9672億8800万円 4.9％増

営業利益 4950億1400万円 0.8％減

純利益 3896億4200万円 1.8％増

オムロン　2024年3月期決算
前年度比

売上高 8187億6100万円 6.5％減

営業利益 343億4200万円 65.9％減

純利益 81億0500万円 89.0％減

横河電機　2024年3月期決算
前年度比

売上高 5401億5200万円 18.3％増

営業利益 788億0000万円 77.4％増

純利益 616億8500万円 58.5％増

　
三
菱
電
機
は
２
０
２
４
年

３
月
期
連
結
決
算
を
発
表

し
、
売
上
高
は
５
兆
２
５
７

９
億
１
４
０
０
万
円
（
前
年

度
比
５
・
１
％
増
）、営
業
利

益
は
３
２
８
５
億
２
５
０
０

万
円
（
25
・
２
％
増
）、純
利

益
は
２
８
４
９
億
４
９
０
０

万
円
（
33
・
２
％
増
）
の
大

幅
な
増
収
増
益
と
な
っ
た
。

　
仕
向
け
地
別
売
上
高
で

は
、
国
内
は
４
％
増
の
２
兆

５
５
９
４
億
６
５
０
０
万

円
、
海
外
は
６
％
増
の
２
兆

６
９
８
４
億
４
９
０
０
万

円
。
海
外
売
上
比
率
は
０
・

６
㌽
増
の
51
・
３
％
と
な
っ

た
。
北
米
は
前
年
度
比
11
％

増
の
６
９
７
０
億
２
２
０
０

万
円
、
欧
州
は
21
％
増
の
７

３
３
０
億
９
２
０
０
万
円
と

好
調
、
ア
ジ
ア
は
中
国
が
９

％
減
の
５
３
２
３
億
９
３
０

０
万
円
と
停
滞
し
た
こ
と
に

よ
り
ア
ジ
ア
全
体
で
も
３
％

減
と
な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
モ
ビ
リ
テ

ィ
は
売
上
高
１
兆
７
１
０
６

億
円
（
前
年
度
比
５
０
３
億

円
増
）
、
営
業
利
益
は
１
２

０
１
億
円
（
２
４
２
億
円

増
）
。
セ
グ
メ
ン
ト
と
し
て

は
増
収
増
益
だ
が
、
Ｆ
Ａ
シ

ス
テ
ム
事
業
は
市
場
環
境
の

厳
し
さ
か
ら
減
収
減
益
。
売

上
高
は
７
６
６
４
億
円
（
７

７
３
億
円
減
）
、
営
業
利
益

は
８
８
８
億
円
（
５
３
３
億

円
減
）
。

　
こ
の
ほ
か
イ
ン
フ
ラ
は
、

売
上
高
１
兆
３
６
６
億
円

（
６
３
４
億
円
増
）
、
営
業

利
益
は
３
１
４
億
円
（
38
億

円
増
）
。
ラ
イ
フ
は
、
売
上

高
２
兆
５
２
２
億
円
（
１
０

５
１
億
円
増
）
、
営
業
利
益

は
１
４
５
６
億
円
（
４
４
３

億
円
）
。
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
は
、
売
上
高
１

４
２
０
億
円
（
73
億
円
増
）、

営
業
利
益
は
83
億
円
（
４
億

円
減
）
。
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

ー
・
デ
バ
イ
ス
は
、
売
上
高

欧
米
堅
調
で
増
収
増
益

キ
ー
エ
ン
ス

国
内
は
前
年
割
れ

売
上
高
５４０１
億
５２００
万
円

エ
ネ
ル
ギ
ー

素
材
産
業

投
資
回
復
で
好
調

横河電機

大
幅
な
減
収
減
益

24
年
度
も
慎
重
な
見
通
し

オムロン

売
上
高
５
兆
２５７９
億
円

前
年
度
比 

5.1
％
増
で
増
収
増
益

三菱電機

　
キ
ー
エ
ン
ス
は
２
０
２
４

年
３
月
期
連
結
決
算
を
発
表

し
、
売
上
高
は
９
６
７
２
億

８
８
０
０
万
円
（
前
年
度
比

４
・
９
％
増
）
、
営
業
利
益

は
４
９
５
０
億
１
４
０
０
万

円
（
０
・
８
％
減
）
、
純
利

益
は
３
６
９
６
億
４
２
０
０

万
円
（
１
・
８
％
増
）
の
増

収
増
益
と
な
っ
た
。

　
地
域
別
で
は
、
国
内
は
設

備
投
資
に
慎
重
さ
が
見
ら

れ
、
売
上
高
は
０
・
５
％
減

の
３
４
４
５
億
６
７
０
０
万

円
。
海
外
は
欧
米
は
底
堅
く

推
移
し
た
が
ア
ジ
ア
の
景
気

が
弱
く
、
売
上
高
は
８
・
４

％
増
の
６
２
２
７
億
２
０
０

０
万
円
と
な
っ
た
。
海
外
売

上
比
率
は
64
・
３
％
と
な
っ

た
。

　
オ
ム
ロ
ン
は
２
０
２
４
年

３
月
期
連
結
決
算
を
発
表

し
、
売
上
高
は
81
８
７
億
６

１
０
０
万
円
（
前
年
度
比
６

・
５
％
減
）、営
業
利
益
は
３

４
３
億
４
２
０
０
万
円
（
65

・
９
％
減
）、純
利
益
は
８
１

億
５
０
０
万
円
（
89
・
０
％

減
）
の
大
幅
な
減
収
減
益
と

な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
制

御
機
器
事
業
は
、
売
上
高
は

19
％
減
の
３
９
３
６
億
円
、

営
業
利
益
は
75
％
減
の
２
１

　
横
河
電
機
は
、
２
０
２
４

年
３
月
期
決
算
を
発
表
し
、

売
上
高
は
５
４
０
１
億
５
２

０
０
万
円
（
前
年
度
比
18
・

３
％
増
）
、
営
業
利
益
は
７

８
８
億
円
（
77
・
４
％
増
）、

純
利
益
は
６
１
６
億
８
５
０

０
万
円
（
58
・
５
％
増
）
の

増
収
増
益
と
な
っ
た
。
生
産

部
品
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
達

品
の
調
達
環
境
オ
ン
改
善
や

値
上
げ
実
施
効
果
、
コ
ロ
ナ

禍
後
に
受
注
し
た
大
型
案
件

の
売
上
高
へ
の
計
上
、
為
替

変
動
等
が
影
響
し
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
制

御
事
業
の
売
上
高
は
５
０
３

５
億
円
。
設
備
投
資
需
要
は

グ
ロ
ー
バ
ル
で
低
調
に
推
移

し
、
Ｅ
Ｖ
向
け
２
次
電
池
や

半
導
体
関
連
の
投
資
延
期
や

縮
小
の
影
響
を
大
き
く
受
け

た
こ
と
に
加
え
、
販
売
代
理

店
の
在
庫
が
い
ま
も
多
く
残

っ
て
い
る
こ
と
も
強
く
影
響

し
た
。

　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
は
、売

上
高
１
４
９
７
億
円（
５
・
３

％
増
）、営
業
利
益
は
１
８
５

億
円（
15・
３
％
増
）。社
会
シ

ス
テ
ム
事
業
は
、売
上
高
は

32
％
増
の
１
４
１
６
億
円
、

営
業
利
益
は
87
・
２
％
増
の

１
４
０
億
円
。電
子
部
品
事

業
は
、売
上
高
は
17・
６
％
減

の
１
１
４
４
億
円
、営
業
利

益
は
79・
７
％
減
の
31
億
円
。

Ｊ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
社
の
連
結
子
会
社

化
に
よ
っ
て
四
つ
目
の
柱
と

な
っ
た
デ
ー
タ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
事
業
は
、売
上
高
１
７

４
億
円
を
計
上
し
た
。

　
２
０
２
４
年
度
見
通
し
に

つ
い
て
、売
上
高
は
８
２
５

０
億
円（
０
・
８
％
増
）、営
業

利
益
は
４
９
０
億
円（
42・
７

％
増
）、純
利
益
は
85
億
円

（
４
・
９
％
増
）。こ
の
う
ち
制

御
機
器
事
業
は
、売
上
高
３

５
５
億
円（
９
・
８
％
減
）、営

業
利
益
は
２
７
５
億
円（
28・

１
％
増
）。前
年
度
上
期
が
受

注
残
に
よ
っ
て
安
定
し
て
い

た
こ
と
、下
期
の
需
要
回
復

を
慎
重
に
見
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
減
収
増
益
の
計
画
と

し
て
い
る
。

８
億
円
（
17
・
８
％
増
）
、

営
業
利
益
は
７
１
７
億
円

（
74
・
５
％
増
）
。
測
定
器

事
業
は
売
上
高
３
１
８
億
１

７
０
０
万
円
（
26
・
９
％

増
）
、
営
業
利
益
は
81
億
３

８
０
０
万
円
（
75
・
７
％

増
）
、
新
事
業
他
は
売
上
高

44
億
８
５
０
０
万
円
（
16
・

７
％
増
）
、
営
業
損
失
10
億

４
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
地
域
別
で
は
、
日
本
の
売

上
高
は
１
２
９
０
億
円
（
１

３
０
億
円
増
）
、
海
外
は
３

７
４
９
億
円
（
６
３
３
億
円

増
）
。
海
外
売
上
比
率
は
74

・
４
％
。
受
注
は
イ
ン
ド
や

中
東
・
ア
フ
リ
カ
が
引
き
続

き
好
調
で
、
中
国
は
減
速
感

が
続
い
て
い
る
。

　
２
０
２
４
年
度
の
通
期
見

通
し
は
、
売
上
高
は
４
・
２

％
増
の
５
６
３
０
億
円
、
営

業
利
益
は
４
・
８
％
減
の
７

５
０
億
円
、
純
利
益
は
20
・

６
％
減
の
４
９
０
億
円
の
増

収
減
益
と
し
て
い
る
。
堅
調

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
や
素
材

産
業
の
投
資
回
復
な
ど
で
受

注
・
売
り
上
げ
は
増
加
し
、

粗
利
率
の
悪
化
や
将
来
の
成

長
に
向
け
た
先
行
投
資
、
人

的
投
資
な
ど
を
見
込
ん
で
減

益
予
想
と
し
て
い
る
。

FAメーカー2024年３月期決算はじまる

事業環境は厳しさ続く 下期回復に期待も
需
要
回
復
に
備
え
た
我
慢
と
準
備
を

２
８
９
８
億
円
（
83
億
円

増
）、営
業
利
益
は
２
９
８
億

円（
６
億
円
増
）と
な
っ
た
。

　
２
０
２
４
年
度
業
績
見
通

し
は
、
売
上
高
は
５
兆
３
０

０
０
億
円
（
１
％
増
）
、
営

業
利
益
は
４
０
０
０
億
円

（
22
％
増
）
、
純
利
益
は
３

１
５
０
億
円
（
11
％
増
）
。

Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
事
業
で
は
売

上
高
７
７
０
０
億
円
（
35
億

円
増
）
、
営
業
利
益
１
１
０

０
億
円
（
２
１
１
億
円
増
）

の
予
想
。
価
格
改
善
等
で
増

益
を
見
通
し
て
い
る
。
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城
は
守
り
の
た
め
に
作
ら
れ

た
。
い
く
ら
堅
固
に
作
っ
て
も

い
つ
か
は
破
ら
れ
る
。
そ
れ
で

も
城
は
敵
に
と
っ
て
抑
止
力
と

な
り
、
味
方
に
と
っ
て
は
誇
り

で
あ
り
、
士
気
を
高
め
る
存
在

に
な
る
。
せ
っ
か
く
大
金
を
投

じ
て
作
っ
た
城
で
あ
る
。
城
が

抑
止
力
に
な
ら
な
い
く
ら
い
強

大
な
敵
で
あ
っ
て
も
守
り
抜
い

て
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
に
は
援
軍
が
必
ず
駆
け

つ
け
る
と
い
う
確
信
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
幕
末
戊
辰
戦
争

で
会
津
の
名
城
鶴
ヶ
城
は
、
薩

長
軍
に
よ
る
50
門
の
大
砲
で
１

日
２
０
０
０
発
の
砲
弾
を
浴
び

な
が
ら
一
カ
月
籠
城
で
き
た
の

は
、
白
虎
隊
に
見
る
士
気
の
高

さ
と
奥
羽
同
盟
軍
の
諸
藩
か
ら

援
軍
が
来
る
と
い
う
確
信
が
あ

っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
友
軍
で

あ
っ
た
山
形
米
沢
藩
の
武
士
が

攻
め
手
の
中
に
い
る
事
で
知
り

白
旗
を
挙
げ
た
の
だ
。

　
こ
れ
と
は
反
対
に
西
南
戦
争

の
西
郷
隆
盛
軍
が
熊
本
城
を
攻

め
た
時
、
熊
本
城
が
50
日
籠
城

し
て
勝
て
た
の
は
攻
城
戦
の
数

日
後
に
新
政
府
軍
の
援
軍
が
到

着
し
て
西
郷
軍
を
田
原
坂
方
面

に
引
き
寄
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
城
が
守
っ
て
勝
つ
に
は
援
軍

と
援
軍
が
来
る
ま
で
の
士
気
の

持
続
が
い
る
。
そ
の
間
の
守
り

手
は
大
変
な
苦
業
で
あ
る
が
攻

め
手
も
容
易
で
は
な
い
。
と
い

う
の
も
正
攻
法
で
城
攻
め
す
る

に
は
相
手
の
何
倍
も
の
戦
力
が

必
要
に
な
る
。

　
そ
の
戦
略
を
作
る
に
は
日
々

血
の
に
じ
む
よ
う
な
富
国
強
兵

の
努
力
が
い
る
。
守
っ
て
勝
つ

に
し
て
も
、
攻
め
て
勝
つ
に
し

て
も
、
ど
ち
ら
も
厳
し
い
世
界

で
あ
る
が
勝
敗
を
決
す
る
戦
い

な
ら
攻
め
た
方
が
気
持
ち
の
上

で
は
楽
で
あ
る
。

　
Ｆ
Ａ
業
界
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
販
売
員
は
日
々
戦
い
の
中

に
い
る
。
販
売
員
の
攻
め
の
営

業
と
言
え
ば
①
顧
客
が
抱
え
て

い
る
案
件
に
参
画
す
る
②
Ｆ
Ａ

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
要
請
で
戦
略

商
品
の
拡
販
活
動
を
す
る
③
新

規
客
開
拓
の
号
令
が
か
か
っ
て

奔
走
す
る
事
で
あ
る
。

　
①
②
の
営
業
活
動
は
Ｆ
Ａ
国

内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
成
長
期
に
は

有
効
な
攻
め
の
営
業
だ
っ
た
。

今
で
は
①
②
の
営
業
を
強
化
し

て
も
売
り
上
げ
は
右
肩
上
り
を

継
続
で
き
な
い
。
①
②
の
営
業

は
既
に
攻
め
で
は
な
く
守
り
の

営
業
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
成

長
期
に
は
①
②
の
営
業
を
懸
命

に
や
っ
て
い
れ
ば
援
軍
が
駆
け

つ
け
て
く
れ
た
た
め
売
り
上
げ

は
持
続
し
て
伸
び
た
。

　
こ
の
時
の
援
軍
と
い
う
の
は

新
た
な
Ｆ
Ａ
需
要
を
作
っ
て
く

れ
る
新
し
い
技
術
の
あ
る
新
し

い
商
品
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

新
し
い
商
品
を
使
え
ば
そ
れ
ま

で
は
技
術
的
に
も
、
コ
ス
ト
的

に
も
無
理
だ
っ
た
省
力
自
動
化

需
要
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ
。
し
か
し
そ
の
成
長
期
も

と
う
に
過
ぎ
て
今
や
安
定
期
で

あ
る
。
つ
ま
り
商
品
は
性
能
ア

ッ
プ
や
機
能
の
複
合
化
商
品
が

多
く
な
っ
て
い
る
た
め
新
し
い

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
き
の
商

品
は
な
か
な
か
出
て
来
な
い
。

中
小
販
売
店
が
取
引
し
て
い
る

多
く
の
顧
客
の
新
た
な
需
要
を

喚
起
す
る
商
品
は
少
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
①
②
の
営
業

は
既
に
守
り
の
営
業
に
な
っ
て

い
る
。
強
化
し
て
も
援
軍
が
来

な
い
状
態
な
の
で
成
長
軌
道
に

乗
ら
な
い
。
だ
か
ら
③
の
新
規

客
開
拓
の
号
令
を
か
け
て
、
攻

め
の
営
業
に
転
じ
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
し
か
し
安
定
し
た
Ｆ
Ａ
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
中
で
続
け
て
き
た
顧

客
相
手
の
営
業
か
ら
新
規
の
見

込
み
客
を
攻
め
る
営
業
に
転
じ

て
も
す
ぐ
に
は
う
ま
く
行
か
な

い
。
顧
客
と
同
じ
営
業
を
や
っ

て
し
ま
う
か
ら
だ
。

　
例
え
ば
新
規
の
見
込
み
客
の

訪
問
の
場
合
に
も
新
商
品
や
戦

略
商
品
の
優
れ
た
機
能
や
特
徴

を
紹
介
し
た
後
に
「
現
状
で
は

ど
の
よ
う
な
商
品
を
使
っ
て
い

る
か
」
「
課
題
や
困
り
事
は
な

い
か
」
等
と
言
っ
て
ス
キ
あ
ら

ば
食
い
込
も
う
と
い
う
営
業
は

ま
さ
に
顧
客
を
訪
問
し
て
い
る

時
と
同
じ
な
の
だ
。

　
攻
め
る
の
は
簡
単
で
は
な

い
。
相
手
の
何
倍
も
の
戦
力
が

い
る
の
だ
か
ら
日
々
富
国
強
兵

に
む
け
た
訓
練
が
必
要
だ
。
Ｆ

Ａ
営
業
の
場
合
に
販
売
員
は
日

常
的
に
製
造
技
術
に
会
っ
て
打

ち
合
わ
せ
や
商
品
の
紹
介
を
行

っ
て
い
る
が
実
際
に
顧
客
の
実

態
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
付
き

合
っ
て
い
る
の
だ
。
顧
客
の
実

態
が
分
か
れ
ば
そ
れ
を
見
込
み

客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
に
使
っ
て
親
近
感
を
醸

し
出
せ
る
。
攻
め
は
そ
の
辺
り

か
ら
始
め
る
の
が
有
効
な
の

だ
。

見
込
み
客
に
対
し
攻
め
の
営
業
は

顧
客
の
実
態
把
握
し
親
近
感
醸
す

115

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

省
工
数
で
高
信
頼
性

工
具
な
し
で
直
接
挿
入

キムラ電機 プッシュインタイプレール式端子台

　
キ
ム
ラ
電
機
（
東
京
都
品
川
区
）
は
、
同
社
と
し
て

は
初
め
て
と
な
る
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
タ
イ
プ
の
レ
ー
ル
式

端
子
台
「
Ｄ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
」
の
販
売
を
４
月
22
日
か
ら

開
始
し
た
。

　
Ｄ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
は
、
ス
プ

リ
ン
グ
と
ケ
ー
ジ
が
一
体
化

し
た
Ｐ
Ｉ
Ｄ
（
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―

ｉ
ｎ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
）
構

造
で
、
省
配
線
・
省
ス
ペ
ー

ス
・
省
工
数
に
よ
る
信
頼
性

の
高
い
結
線
を
実
現
で
き

る
。
し
か
も
、
単
線
、
フ
ェ

ル
ー
ル
付
き
撚
（
よ
り
）
線

を
工
具
な
し
で
直
接
挿
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
配
線
作
業
の
効
率
を
大

幅
に
向
上
す
る
こ
と
が
可

能
。

　
ま
た
、
本
体
は
高
品
質
な

導
電
材
料
の
た
め
、
低
い
接

プッシュインタイプのレール
式端子台「ＤＰシリーズ」

Ｔ
Ｉ
―
Ｓ
シ
リ
ー
ズ

LPC―400シリーズ

Ｗ
Ｇ
Ｈ
４
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

続
抵
抗
と
高
い
導
電
性
能
を

実
現
。

　
線
径
は
１
・
５
〜
16
立
方

㍉
㍍
ま
で
対
応
し
て
い
る
。

Ｕ
Ｌ
、
Ｃ
Ｅ
、
Ｖ
Ｄ
Ｅ
規
格

に
対
応
し
て
お
り
、
Ｒ
ｏ
Ｈ

Ｓ
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　
同
社
で
は
、
Ｄ
Ｐ
シ
リ
ー

ズ
を
製
品
単
体
販
売
に
加

え
、
同
社
工
場
で
の
レ
ー
ル

組
立
完
成
品
と
し
て
出
荷
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ 

Ｆ
Ｓ
ｏ
Ｅ
対
応

小
型
安
全
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

ピルツ

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー

容
易
に
位
置
調
整

Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
対
応

非
接
触
温
度
計

　
ピ
ル
ツ
ジ
ャ
パ
ン
（
横
浜

市
港
北
区
）
は
、
新
し
い
安

全
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
モ
ジ
ュ

ー
ル
と
し
て
、
小
型
安
全
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
「
Ｐ

Ｎ
Ｏ
Ｚ
ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
２
」
の

販
売
を
開
始
し
た
。

　
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｚ
ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
２

は
、
オ
ー
プ
ン
通
信
シ
ス
テ

ム
「
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
」

と
小
型
安
全
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｚ
ｍ
ｕ
ｌ

ｔ
ｉ
２
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
バ

ー
ジ
ョ
ン
11
・
３
以
降
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
安
全
プ
ロ
ト
コ

ル
「
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
―
ｏ
ｖ

Ｆ
Ｓ
ｏ
Ｅ
機
能
搭
載
）
で
簡

単
に
実
装
可
能
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
特
徴
に
よ
り
、

「
ワ
ン
ケ
ー
ブ
ル
・
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
」
で
、
省
配
線
と

コ
ス
ト
削
減
を
実
現
で
き

る
。

ｅ
ｒ
―
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｆ
Ｓ
ｏ
Ｅ
（
Ｆ
ａ
ｉ
ｌ
―
Ｓ

ａ
ｆ
ｅ
　
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
Ｅ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
）
」
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
制
御
と
安

全
関
連
情
報
を
同
時
に
通
信

で
き
る
。

　
し
か
も
、
ベ
ー
ス
ユ
ニ
ッ

ト
「
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｚ
ｍ
Ｂ
１
」
を

併
用
す
る
と
、
必
要
に
応
じ

て
、
設
備
や
機
械
で
Ｆ
Ｓ
ｏ

Ｅ
マ
ス
タ
、
Ｆ
Ｓ
ｏ
Ｅ
ス
レ

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
イ
ン
テ

ル
Ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ｏ
ｎ
Ｊ
６
４

１
２
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
搭
載
し

た
超
小
型
サ
イ
ズ
の
産
業
用

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ

ー
は
、
２
０
２
４
年
６
月
上

旬
に
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
対
応

の
非
接
触
温
度
計
「
Ｔ
Ｉ
―

Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売
す

る
。

　
こ
れ
ま
で
の
非
接
触
温
度

計
の
場
合
、
測
定
位
置
決
め

用
の
レ
ー
ザ
ー
マ
ー
カ
は
非

搭
載
か
点
で
示
す
ス
ポ
ッ
ト

式
だ
っ
た
が
、
同
製
品
は
独

自
の
リ
ン
グ
レ
ー
ザ
ー
マ
ー

カ
を
搭
載
し
、
同
軸
リ
ン
グ

レ
ー
ザ
ー
が
測
定
位
置
と
範

囲
を
示
す
た
め
、
ど
こ
を
測

定
し
て
い
る
か
を
視
認
性
よ

く
円
（
リ
ン
グ
）
で
示
し
、

暗
く
狭
い
場
所
で
も
マ
ー
カ

を
確
認
し
な
が
ら
簡
単
に
位

置
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
測
定
温
度
範
囲
は
マ
イ
ナ
ス

40

度
〜
プ
ラ
ス

５
０
０
度
、
測
定
精

度
は
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス

１
度
で
高
精
度
に

計
測
可
能
。
応
答
時
間
は
従

来
困
難
だ
っ
た
50
ｍ
ｓ
以
下

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ネ
ク
ト

は
、
溶
接
電
源
融
合
型
ロ
ボ

ッ
ト
「
Ｔ
Ａ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
Ｔ

ｈ
ｅ
Ａ
ｒ
ｃ
Ｗ
ｅ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ

ｇ
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ

ｍ
）
」
に
つ
い
て
、
高
出
力

電
源
部
の
イ
ン
バ
ー
タ
や
ト

ラ
ン
ス
を
刷
新
し
、
独
自
の

溶
接
制
御
技
術
を
組
み
合
わ

せ
て
高
出
力
化
に
対
応
。
厚

い
ワ
ー
ク
に
お
け
る
深
い
溶

け
込
み
の
溶
接
や
高
い
溶
接

出
力
で
速
度
の
速
い
溶
接
が

で
き
、
幅
広
い
溶
接
施
工
へ

の
対
応
を
可
能
と
な
り
、
溶

接
速
度
を
約
15
％
向
上
さ
せ

た
。
ま
た
、
溶
接
中
の
発
熱

が
大
き
い
メ
イ
ン
ト
ラ
ン
ス

や
リ
ア
ク
タ
類
を
強
制
空
冷

の
た
め
に
非
防
塵
エ
リ
ア

に
、
プ
リ
ン
ト
基
板
や
半
導

体
部
品
を
防
塵
エ
リ
ア
に
配

置
し
、
高
い
冷
却
性
と
堅
牢

性
を
両
立
。
厳
し
い
環
境
下

で
も
連
続
稼
働
が
で
き
、
内

部
フ
ァ
ン
を
配
置
し
、
防
塵

エ
リ
ア
内
で
も
発
熱
の
大
き

い
半
導
体
部
品
な
ど
の
温
度

上
昇
を
抑
制
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
コ
ネ
ク
タ
や
ケ

ー
ブ
ル
、
出
力
端
子
、
治
具

端
子
、
電
圧
検
出
端
子
な
ど

外
部
接
続
部
品
を
前
面
に
集

約
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
を

向
上
。
冷
却
フ
ァ
ン
の
フ
ィ

ル
タ
も
前
面
に
配
置
し
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
要
す
る
時
間

や
溶
接
電
源
の
清
掃
に
要
す

る
時
間
を
低
減
し
て
稼
働
率

・
生
産
性
の
向
上
を
可
能
と

し
た
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
ロ
ッ
ト

（
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
Ｓ
ａ
ｖ
ｅ
ｒ

６
×
２
・
５
）
を
装
備
し
、

電
源
障
害
か
ら
の
デ
ー
タ
保

護
と
ス
ト
レ
ー
ジ
へ
の
書
き

込
み
を
禁
止
す
る
「
電
断
プ

ロ
テ
ク
ト
」
機
能
も
搭
載

し
、
工
場
シ
ス
テ
ム
や
小
売

店
舗
Ｐ
Ｏ
Ｓ
、
病
院
医
事
・

受
付
な
ど
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
で
も
安
心
し
て
利
用
可

能
。
取
り
付
け
金
具
で
壁
面

固
定
も
で
き
、
装
置
組
み
込

み
に
も
最
適
。

　
さ
ら
に
、
メ
モ
リ
容
量
や

ス
ト
レ
ー
ジ
、
Ｏ
Ｓ
な
ど
を

自
由
に
選
べ
る
Ｂ
Ｔ
Ｏ
（
注

文
後
組
み
立
て
）
方
式
で
注

文
で
き
、
用
途
や
予
算
に
合

わ
せ
た
最
適
な
ス
ペ
ッ
ク
を

実
現
で
き
る
。

　
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
、
１
０
０
０
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｅ
―
Ｔ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
・

２
Ｇ
ｅ
ｎ
２
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
・

１
）
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
２
・
０
、
Ｕ

Ｓ
Ｂ
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
―
Ｃ
な
ど
の

豊
富
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

を
搭
載
し
て
い
る
。

コンテック

超小型サイズ登場
産業用コンピュータ

Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｚ
ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
２

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｌ
Ｐ
Ｃ
―

４
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売

し
た
。

　
同
製
品
は
、
幅
１
５
０
×

奥
行
き
１
５
０
×
高
さ
33
㍉

㍍
の
ウ
ル
ト
ラ
コ
ン
パ
ク
ト

サ
イ
ズ
の
産
業
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
、
省
電
力
ク
ア
ッ
ド

コ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
イ
ン
テ
ル
Ｃ

ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ｏ
ｎ
Ｊ
６
４
１
２

プ
ロ
セ
ッ
サ
を
搭
載
し
、
ほ

こ
り
を
吸
い
込
み
に
く
い
フ

ァ
ン
レ
ス
構
造
で
低
価
格
帯

を
実
現
。
縦
置
き
ス
タ
ン
ド

や
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ａ
取
り
付
け
金
具

に
よ
り
デ
ス
ク
上
の
狭
い
隙

間
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
背
面
な

ど
場
所
を
選
ば
ず
設
置
可

能
。
盗
難
防
止
対
策
と
し
て

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ネ
ク
ト

幅
広
い
施
工
へ
対
応

�

溶
接
ロ
ボ

ッ
ト
用

次
世
代
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

化
に
対
応
し
た
次
世
代
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
「
Ｗ
Ｇ
Ｈ
４
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
」を
発
売
し
た
。

　
Ｔ
Ａ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
、
溶
接

電
源
と
送
給
装
置
、
ト
ー

チ
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
ワ
ン
パ
ッ

を
実
現
し
、
高
速
ラ
イ
ン
上

の
ワ
ー
ク
の
温
度
測
定
も
可

能
と
し
た
。

　
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
に
は
１
･

８
㌅
フ
ル
カ
ラ
ー
Ｔ
Ｆ
Ｔ
液

晶
を
搭
載
し
、
従
来
の
７
セ

グ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示
で
は
再
現
で

き
な
か
っ
た
漢
字
や
か
な
表

示
が
可
能
に
な
り
設
定
が
楽

に
で
き
、
測
定
温
度
も
ト
レ

ン
ド
グ
ラ
フ
で
表
示
で
き
、

経
時
変
化
を
一
目
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
信
号
で
上

位
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続

す
る
通
信
技
術
「
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ

ｉ
ｎ
ｋ
」
に
対
応
し
、
Ｐ
Ｌ

Ｃ
と
１
対
１
の
双
方
向
シ
リ

ア
ル
通
信
に
よ
り
温
度
デ
ー

タ
を
常
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
標
準
価
格
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
が
３
万
８
０
０
０
円
（
税

別
）
、
セ
ン
サ
ヘ
ッ
ド
が
７

万
８
０
０
０
円
（
税
別
）
。

ー
ブ
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
ス
レ
ー

ブ
と
し
て
も
使
用
可
能
。

　
ま
た
、
コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ツ

ー
ル
「
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｚ
ｍ
ｕ
ｌ
ｔ

ｉ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｆ
ｉ
　
ｇ
ｕ
ｒ
ａ

ｔ
ｏ
ｒ
」
で
実
行
す
る
。

　
さ
ら
に
、
最
大
４
つ
の
マ

ス
タ
―
マ
ス
タ
接
続
と
最
大

60
の
マ
ス
タ
―
ス
レ
ー
ブ
接

続
が
可
能
で
、
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｚ
ｍ

ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
２
を
Ｆ
Ｓ
ｏ
Ｅ
マ

ス
タ
と
し
て
使
用
す
る
と
、

安
全
関
連
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を 

安
全
レ
ー
ダ
セ
ン
サ
Ｐ
Ｓ
Ｅ

Ｎ
ｒ
ａ
ｄ
ａ
ｒ
と
安
全
ド
ラ

イ
ブ
技
術
Ｐ
Ｍ
Ｃ
（
両
者
共

ケ
ー
ジ
化
し
、
各
種

材
質
に
応
じ
た
溶
接

工
法
を
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
制
御
で
実
現
す
る

溶
接
機
と
ロ
ボ
ッ
ト

を
融
合
し
た
溶
接
ロ

ボ
ッ
ト
。

　
同
製
品
は
、
溶
接

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A



（3）　　　２０２４年（令和６年）５月１５日

FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/

世代小容量IPM「第3世代小容量IPM「P633Cシリー
ズ」系列拡大2024-S04」、独自の抽出技術に加え
て、清掃やメンテナンスなどの使いやすさにも配慮し
た 「 全 自 動 ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー マ シ ン 『 C a f e 
Mania』2024-S03」の新製品の紹介論文を掲載した。

■�安川電機、テクニカルレポート公開「低スパッ
タにより高品質・高生産性を実現するアーク溶
接ソリューション」

　安川電機は、テクニカルレポート「低スパッタによ
り高品質・高生産性を実現するアーク溶接ソリューシ
ョン～2024国際ウエルディングショー，2023国際ロ
ボット展出展事例より～」を公開した。
　レポートでは、新溶接波形制御と新型サーボトーチ
を用いてさらに高速・高品質を実現した最新のアーク
溶接ソリューション事例を紹介。2024国際ウエルデ
ィングショーでの鉄溶接、2023国際ロボット展での
薄板のアルミニウム溶接の実演では、スパッタ発生を
極限まで抑制し、非常に高い品質の溶接を実現し、ス
パッタ対策コストの削減を実現した。

■�IDEC、3ポジションイネーブルスイッチが
「市村産業賞功績賞」を受賞

　IDECの3ポジションイネーブルスイッチが、市村
清新技術財団が主催する第56回（令和5年度）市村賞
で「ロボット作業者の安全確保を可能としたイネーブ
ルスイッチ」というテーマで、市村産業賞功績賞を受
賞した。
　同賞は、日本の科学技術の進歩、産業の発展に顕著
な成果をあげ、産業分野の進展に多大な貢献・功績の
あった技術開発者に対して行われる、歴史的にも権威
ある技術賞。今回、IDECの3ポジションイネーブル
スイッチは、独創的・画期的なだけでなく、世界的に
見ても高い技術水準にあり、4半世紀にわたる市場拡
大の効果が顕著であり、また国際標準化を含む産業・
社会の発展に先導的な役割を果たした波及効果が大き
いという観点で評価された。

■�アドバンテック、産業用サーバー「SKYシリ
ーズ」成功事例「半導体工場でのウエハー検査
ソリューション」公開

　アドバンテックは、産業用サーバー「SKYシリー
ズ」について、導入の成功事例として「半導体工場で
のウエハー検査ソリューション」を公開した。
　ウエーハ検査システム、光学式表面分析装置、
HDD欠陥検出システムなどの先進的な表面欠陥検査
システムを提供するグローバル半導体企業でのケース
で、工場では新規プロジェクトに向け、稼働システム
（OS）とハードウエアの両方をアップグレードする
課題に対してSKYシリーズが採用された。

■�ミネベアミツミ、パワー半導体の日立パワーデ
バイスを買収＆社名をミネベアパワーデバイス
に

　ミネベアミツミは、日立製作所から日立パワーデバ
イスの株式を取得して子会社化し、社名をミネベアパ
ワーデバイスに変更した。
　ミネベアパワーデバイス（日立パワーデバイス）

■�三菱電機、台湾ITRIとグリーンな社会への変革
に向けた研究協力に関する基本協定を締結

　三菱電機は、台湾の工業技術研究院（ITRI）とグ
リーンな社会への変革に向けた研究協力に関する基本
協定を締結した。期間は2028年4月15日までの4年間
の予定。
　ITRIは、持続可能な環境の実現を目指して、「循
環経済」「低炭素製造」「グリーンエネルギーシステ
ムおよび環境技術」の3つの分野で開発を推進してお
り、これまでに多くの企業の創設、育成を通じて産業
発展に貢献してきた実績と、グローバル展開力を強み
としている。
　両社はこの枠組みのもと、電力分野をはじめとした
社会インフラシステムの両者の強みを生かし、三菱電
機の監視・制御技術とITRIが保有する幅広い技術を
融合した研究開発およびフィールドにおける実証実験
に取り組む。

■�日立、ドイツのラインビルダー・ロボット
SIerのMA micro automationを買収

　日立製作所は、欧州を中心に北米、東南アジアで高
速リニア搬送システムや高精度組立、高速画像検査技
術を含むロボットを活用したラインビルディング事業
を展開するラインビルダー・ロボットSIesのドイツ
・MA micro automationを119億円で買収した。
　MA micro automationは2003年設立の超小型組立
を得意とするドイツのロボットSIerで、最新で独自の
高速・高精度の自動化ノウハウと光学画像検査技術を
組み合わせて、成長が著しいメディカル分野のコンタ
クトレンズ、体外診断や糖尿病向けの診断用消耗品な
どの医療用部品の射出成型による製造、組立、試験に
対応している。2013年にシーメンスからのカーブア
ウトによりMAX Automationグループに入り、この
たび日立製作所の子会社となった。
　日立製作所はJRオートメーションを中心にグロー
バルでロボットSIer事業を強化しており、今回の買収
により欧州における事業基盤とメディカル分野の新た
なケイパビリティを獲得することとなる。

■�超小型組立富士電機、「富士電機技報」に新型
のIGBTモジュール、小容量IPM、ドリップ式
コーヒーマシンの紹介論文

　富士電機は、「富士電機技報」に、チップおよびパ

務の業務委託を請け負える人材の登録を目的とした独
自の人材バンクを新たに立ち上げた。日本国内の同社
の業務範囲の中で業務委託の形で短期業務を依頼する
際のマッチングのためのデータベースとして活用す
る。
　応募資格は特に想定がなく、同社での過去の業務経
験も不問。想定される依頼業務は、製品開発業務、プ
ログラミング、エンジニアリング、一般事務補助、翻
訳・通訳、ライティング、マーケティング、コンサル
ティング、デザイン業務、経理・財務関連業務、人材
採用・育成などを想定している。応募方法は登録フォ
ームから直接応募する。

セミナー・イベント情報

■�ロックウェルオートメーション、6月4日に名
古屋で「自動車業界向けDXセミナー」開催

　ロックウェルオートメーションは、6月4日に名古
屋市のJPタワー名古屋ホール＆カンファレンスで
「自動車業界向けデジタルトランスフォーメーション
（DX）セミナー」を開催する。
　セミナーでは、近年注目されているスマートマニュ
ファクチャリングを実現するためのデジタルトランス
フォーメーションに関して、デジタルツインズ、人工知
能（AI）、サイバーセキュリティ、基幹システム（ERP/
MES）の観点から最新の動向やトレンドを紹介する。

■�ロックウェルオートメーション、7月10日に
東京、7月24日に名古屋で「ROKLive 
Japan」開催

　ロックウェルオートメーションは、7月10日東京・
コングレスクエア日本橋、7月24日に名古屋・JPタワ
ー名古屋ホール＆カンファレンスで、毎年恒例となっ
ているプライベートイベント「ROKLive Japan 
2024」を開催する。
　今回は「製造デジタルトランスフォーメーション
（DX）バーチャルとリアルの融合で会社の未来を変
えよう！」をテーマに、アメリカでの最先端のDX技
術をハイライトで紹介する。基調講演、パネルディス
カッション、ユーザによる事例紹介、製品デモ展示な
ど、盛りだくさんの内容となっている。

■�コンテック、5月21日にウェビナー「映像デ
ータを最長1㌔㍍伝送可能な無線LAN技術と
は」開催

　コンテックは、5月21日にウェビナー「工場・ビル
など進む社会インフラのスマート化映像データを最長
1㌔㍍伝送可能な無線LAN技術とは」を開催する。
　セミナーでは、近年需要が増えているカメラの画像
や映像データを活用したIoTシステムに適した、新し
い種類の無線通信規格「IEEE802.11ah」に焦点を当
てて、どんな特徴があるのか、他の無線規格とどう異
なるのか、などをさまざまな事例をもとに詳しく解説
する。工場やビルなどの広域なエリアのスマート化を
検討されている方で、カメラなどを活用したいと考え
ている方、現在の無線通信のシステムを簡略化したい
方、IoT向けの通信システム構築のヒントを得たい方
などにおすすめとしている。

ッケージの技術革
新により、さらな
る高パワー密度化
を実現した「第7
世 代 「 X シ リ ー
ズ」大容量IGBT
モジュールの系列
拡 大 2 0 2 4 -
S05」、国外市場
のエアコン向けと
して、機器の消費
電力量削減と電磁
ノイズ低減の両立
が可能となるよう
最適設計した第3

は、産業や社会インフラの電化・電動化におけるキー
・デバイスであるパワー半導体製品を提供している半
導体メーカーで、高度な基礎技術資産とモジュール化
技術をベースにした小型化と高性能化を両立した特徴
のある製品を数多く生み出している。特に高耐圧SiC、
高耐圧IGBT、EV向けSG（サイドゲート）-IGBT、高
圧IC、オルタネータ用ダイオードなどのパワー半導
体では優位性の高い技術・製品を有している。
　今回の子会社化により、ミネベアミツミは従来のチ
ップ製造に加え、パッケージ、モジュールの後工程技
術および生産能力を取得し、パワー半導体を開発から
一貫生産できる垂直統合型のビジネス展開」が可能と
なる。

■�ワゴジャパン、防水保護等級IPX8の防水・防
滴ケース「Gelbox207シリーズ」の特設ペー
ジ公開

　ワゴジャパンは、防水保護等級IPX8の防水・防滴ケ
ース「Gelbox207シリーズ」の特設ページを公開した。
　同製品は、差し込みコネクタWGZシリーズ・ワン
タッチコネクタWFR/WFR-Lシリーズ・インライン
スプライシングコネクタ221-2411に対応した、防水
・防滴ケース。後付けで簡単に防水・防滴対応、ゲル
で完全密封し、防水保護等級IPX8。シリコンフリー
のゲルであらゆるシーンで使用できる。

■�北陽電機、コラム「レーザー照射位置確認でき
ない時には？」を掲載

　北陽電機は、コラム「レーザー照射位置確認できな
い時には？」を掲載した。
　測域センサを現場の安全対策に使用しようとする際
に難しいのはエリア設定であり、パソコンでの波形デ
ータとの照らし合わせによる調整では、測域センサは
光源が赤外線レーザーであるためレーザーの照射範囲
が目に見えないため一筋縄ではいかない。センサ光が
可視光だとレーザークラスが上がり、目に負担がかか
ってしまう。そんな時の解決策を紹介している。

■�日東工業、愛知県瀬戸市の瀬戸工場が稼働開始
　サステナビリティ重視の環境配慮型工場に

　日東工業は、愛知県瀬戸市で建設を進めていた瀬戸
工場が稼働開始した。
　同工場は、電気機器収納用キャビネットなどを生産
する新工場で、太陽光発電システムの設置やカーボン
フリー電力の購入により100％再生可能エネルギーで
電力を賄う環境配慮型の最先端の工場となる。また、
デジタルトランスフォーメーションを推進し、独自の
スマートオーダーキャビネットの生産システムを導入
している。自動かつ多品種少量生産に対応できる画期
的な生産システムで、顧客が要求する仕様・品質の製
品を最適な価格・納期で届けることができる。

■�シュナイダーエレクトリック、日本市場での業
務委託人材の登録に向けた人材バンクを新設

　シュナイダーエレクトリックは、日本市場での製品
開発やプログラミング、エンジニアリングなど各種業
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■�ホロン、東京都立川市に半導体回路の寸法測
定装置や検査装置の開発・製造の新工場を建
設

　A&Dホロンホールディングスの子会社のホロン
は、東京都立川市に半導体回路の寸法測定装置や検査
装置の開発・製造の新工場を建設する。
　同社は2021年7月に旧所沢本社の老朽化などを理由
に現在の本社工場に移転したが、成長ドライバーと位
置付けている半導体関連事業に関して製品への需要が
引き続き堅調であり、近い将来に生産能力が不足する
と見込まれるため、安定的な生産体制を確立するた
め、新工場を建設する。敷地面積は4701平方㍍。鉄
骨造の地上3階建で、延べ面積は4389平方㍍。2024年
10月着工予定。2025年12月竣工予定。投資金額は37
億7000万円。

■�東芝デバイス＆ストレージ、兵庫県揖保郡太
子町の姫路半導体工場に車載向けパワー半導
体の後工程製造棟

　東芝デバイス＆ストレージは、姫路半導体工場（兵
庫県揖保郡太子町）に車載向けパワー半導体の後工程
製造棟を建設する。2025年春に稼働開始予定。
　パワー半導体は、電力を供給・制御する役割を持
ち、あらゆる電気機器の省エネルギー化に不可欠とさ
れる。新製造棟の稼働開始により、今後も旺盛な需要
が見込まれる車載向けパワー半導体の同工場における
生産能力を2022年度比2倍以上に増強し、カーボンニ
ュートラルの実現に貢献していく。
　また新製造棟は、製造工程の自動搬送による省人化
やRFIDタグの導入による作業性改善・在庫管理精度
向上を通してスマートファクトリー化を推進。100％
再生可能エネルギー由来の電力や太陽光発電設備を導
入しSDGsへの取り組みも強化する。

■�三菱ケミカル、福岡県北九州市の九州事業所
で乳化剤の製造能力を追加増強

　三菱ケミカルグループは、乳化剤「シュガーエステ
ル」について、三菱ケミカル九州事業所（福岡県北九
州市）の製造設備（製造能力は、2000㌧/年、2024年
3月本格稼働予定）に、新ライン（1100㌧/年）を追
加して製造能力を増強する。新ラインの稼働開始は
2026年3月の予定。
　シュガーエステ
ルは、ショ糖と植
物油脂由来の脂肪
酸を主原料とした
乳化剤。水分と油
分を均一に混合さ
せる機能を有し、
食品の加工や流通
保管時の品質維持に役立ち、飲料（缶コーヒーな
ど）、乳製品（ホイップクリームなど）、菓子（ケー
キやチョコレートなど）といった幅広い分野で使わ
れ、同社グループは世界シェアの約7割を占めてい
る。

■�イワテックアグリカルチャー、鹿児島県薩摩
川内市にシイタケ栽培工場

　イワテックアグリカルチャーは、鹿児島県薩摩川内
市にしいたけ栽培工場を新設する。将来的にはシイタ
ケの菌床の製造や販売も予定している。投資予定額は
3億9600万円。2024年4月操業予定。

国内

■�三井化学、福岡県大牟田市の大牟田工場でメ
タキシリレンジイソシアネート生産能力増強

　三井化学は、難
黄変コート用硬化
剤の需要増に対応
するため、大牟田
工場内のXDI（メ
タキシリレンジイ
ソシアネート）プ
ラントの生産能力
を増強し、国内の生産能力は20％増強する。
　XDIは特殊イソシアネートで、高屈折率で耐久性に
優れたメガネレンズ材料として、難黄変や速硬化性に
優れたコーティング・機能材料として広く認知され、
安全性の高い食品包装用接着剤、太陽電池やスマート
フォンなどに使用される特殊インキ・コーティング材
料、安全性の高いマイクロカプセルなどの用途で需要
拡大が見込まれている。
　新設備は2024年2月着工、2025年7月完工。2025年
9月の営業運転開始を予定している。

■�東芝、川崎市幸区の小向事業所内に研究開発
新棟「イノベーション・パレット」開所

　東芝は、先端研究開発の
ランドマークとなる研究開
発新棟「イノベーション・
パレット」を川崎市幸区の
小向事業所内に開所した。
新棟は約340億円を投じて
昨年11月に竣工し、コーポ
レート（本社）の研究開発
機能と、東芝デバイス＆ストレージの半導体事業部と
研究開発部門を集約し1月より執務を開始している。
　新棟は、研究開発の場として「Activity-Based 
Working（ABW）」「共創空間」「ライブ実験場」
という3つの特長を備え、館内に設置したセンサー・
カメラを含む各種設備から収集したデータを用いて空
間・人・エネルギーなどを高精度に認識し、適切な最
適化や制御につなげる運用デジタルツインの構築・活
用する実証を行い、人流などを推定して空調や照明な
どを快適かつ最適に制御する省エネ実証や、映像AI
を活用して安心・安全を実現するロボット実証、蓄電
池の高度な活用を実現するVPP実証などを進める。
また昇降機をはじめ、各種設備のソフトウエア・ディ
ファインド化や、実証での収集データをAIが学習す
ることで、より良いサービスに進化させ、新たな技術

る。
　新棟は2025年11月稼働予定で、2030年には約30%
の増産能力向上を計画。投資金額は45億円。

■�日鉄物産、メキシコ・リンテル工業団地に電
磁鋼板用の新コイルセンターを建設

　日鉄物産株は、産機・インフラ事業本部が総代理店
を務めるメキシコ・グアナファト州のリンテル工業団
地に新たなコイルセンター「NIPPON STEEL 
TRADING COIL CENTER MEXICO S.A. DE C.
V.」を建設する。
　同所は、電磁鋼板の加工販売に特化したコイルセン
ターで、北米で安定的に見込まれる電動車関連の需要
を捕捉するための重要な供給基地として建設。将来的
に年産12万㌧を目指し、EVシフトが急速に進む世界
2位の自動車マーケットである北米巨大市場へ電磁鋼
板を供給するにあたり重要なサプライチェーンの一角
を担う。稼働開始は2025年4月を予定。

■�ADEKA、韓国に先端半導体向け新規材料の
製造棟を新設

　ADEKAは、次世代半導体向け新規材料の量産体制
構築に伴う生産スペースの確保を目的に、連結子会社
である韓国のADEKA KOREA CORPORATION全州
第三工場内に、製造棟を新設する。
　ADEKA KOREA CORPORATIONは、先端半導体
メモリ向け高誘電材料「アデカオルセラ」シリーズの
増産と製品ラインアップ拡充のための積極的な設備投
資を進めている。今後も微細化に欠かせない製品群と
して、次世代半導体デバイス量産化の際に新規材料を
いち早く安定供給するために短い工期で量産体制を整
える必要があることから、製造棟を新設する。
　これまで先端半導体材料は主に全州第二工場で製造
してきたが、今回新たに全州第三工場に製造棟を建
設。次世代以降DRAM向けと次世代ロジックおよび
NAND向け材料を量産予定。2024年9月完工予定。

■�UBE、米国で5億㌦（約777億円）投資し、
DMCとEMCプラント建設

　UBEは、米国でジメチルカーボネート（DMC）と
エチルメチルカーボネート（EMC）のプラントを建
設する。設備投資金額は合計約5億㌦（約777億円）
いる。生産能力は年間でDMC10万㌧、EMC4万㌧。
　DMC・EMCはリチウムイオン電池の電解液溶剤の
主要成分であり、DMCは半導体製造プロセスの現像
液などでも使用される。米国では電気自動車の普及や
デジタル化の進展に伴い今後も需要拡大が見込まれ、
全量を輸入に依存しています。
　プラント建設に
より米国での安定
供給を実現し、将
来的にC1ケミカ
ルチェーンとして
ポリカーボネート
ジオール（PCD）
や水系ポリウレタ
ンディスパージョ
ン（PUD）など
環境貢献型製品へ
の川下展開を計画
している。

の社会実装と事業
化 の 加 速 を 進 め
る。
　高層棟13階建
（スカイデッキ含
む）、低層棟4階
建で、建築面積は
約 1 万 4 0 0 平 方
㍍、延床面積は約
7万3400平方㍍。
2022年8月着工。
2 0 2 3 年 1 1 月 竣
工。投資額は、約
340億円。

海外

■�JFEスチール、インド・カルナタカ州に電磁
鋼板製造の新工場

　JFEスチールと、JSW Steel Limitedは、インドに
おける方向性電磁鋼板の合弁会社JSW JFE Electrical 
Steel Private Limitedを設立し、インドカルナタカ州
ベラリー地区に新工場を建設する。フル生産開始は
2027年度を予定。総投資額は6億7000万㌦（約1040
億円）。

■�日立エナジー、3000万ユーロ超（約50億
円）を投資してドイツの変圧器工場を増強

　日立エナジーは、3000万ユーロ超（約50億円）を
投資してドイツのバート・ホンネフの変圧器工場を増
強した。作業面積は1万5000平方㍍超に拡大し、製造
プロセスの強化も実施することで、工場全体の製造能
力と業務効率の向上を実現する。2026年に完了予定。
　2050年の世界の電力システムは2020年に比べて約4
倍の発電容量と最大3倍の送電容量が必要になるとさ
れ、それへの対応を進める。

■�岩谷産業、タイとインドネシアの冷媒充填工
場を新設・増強　フロン回収・再生事業を開
始

　岩谷産業は、タイとインドネシアの冷媒工場をそれ
ぞれ新設・増強し、2024年1月から稼働し、両国で冷
媒の回収・再生事業を開始した。
　現在、タイ・インドネシアでの空調機器の廃棄時や
メンテナンス時の充填済み冷媒は、大気放出もしくは
無害化するために破壊処理されているが、キガリ改正
による代替フロンの規制強化を受け、国際的に冷媒の
生産量と消費量を削減する取り組みが加速している。
　タイは東南アジアで最大の冷媒市場であり、タイの
子会社・泰国岩谷会社では、既存のバンコクガスセン
ターに新たに冷媒充填設備を設け、これまでの冷媒の
輸入販売に加えて充填販売、冷媒の回収・再生事業を
展開する。自動車メーカーからの環境配慮品ニーズに
応え、さらに空調メーカーとの既存事業とのシナジー
を生かし、冷媒事業拡大を目指す。
　インドネシアは、人口増加や所得水準の上昇に伴っ
て冷媒を含む内需が拡大していることに加え現地生産
化が急速に拡大している。インドネシア子会社のイワ
タニインダストリアルガスインドネシア会社では、既
に冷媒の充填・販売事業を実施しており、今後の需要
拡大に備えガス充填設備を増強し、新たに冷媒の回収
・再生事業も開始することで取扱品目を拡大する。

■�キッツ、ベトナム・タンロン工業団地に半導
体装置向け高純度ガス対応バルブ製造の新工
場棟

　キッツは、半導体装置市場向けの高純度ガス対応バ
ルブを生産するため、ベトナムに設立したグループ会
社KITZ Corporation of Vietnam Co.,Ltd.の敷地内に
工場棟を新設する。
　現在同社では、半導体製造工程で使用する高純度ガ
ス対応バルブの標準的な製品の多くを中国工場で生産
しており、予測される半導体装置市場の需要拡大への
対応策として同製品の生産能力の拡大や生産地分散に
よる安定供給に向けてベトナム工場に工場棟を新設す

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/
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若
手
技
術
者
へ
の
評
価
の
伝
達
方
法

良いところと改善点を端的に

製造業・世界と戦う担い手づくり

エキスパート 待望待望▶87

　
４
月
か
ら
は
新
し
い
期
が
始
ま

る
と
同
時
に
、
組
織
編
成
が
変
わ

る
等
、
変
化
の
あ
る
企
業
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。
一
番
大
き
い
の

は
新
入
社
員
の
加
入
で
し
ょ
う
。

　
私
は
幅
広
い
地
域
や
業
界
を
す

べ
て
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
主
に
み
て
い
る
範

囲
で
い
う
と
、
こ
こ
１
、
２
年
前

の
新
入
社
員
は
技
術
職
は
、
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の

良
い
人
が
増
え
て
い
る
印
象
で

す
。

　
今
年
は
や
む
を
得
ず
採
用
を
絞

っ
た
と
い
う
企
業
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
大
人
の

事
情
の
事
実
を
直
視
し
、
「
厳
し

い
時
に
逆
張
り
を
し
て
い
る
勢
い

の
あ
る
企
業
を
自
分
で
探
す
」
と

い
う
動
き
を
す
る
方
も
出
て
き
て

い
ま
す
。

　
彼
ら
彼
女
ら
の
言
動
の
背
景

は
、
「
自
己
実
現
で
き
る
の
は
ど

こ
か
」
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
前

述
の
よ
う
な
観
点
で
よ
く
社
会
を

見
て
い
る
な
と
い
う
こ
と
は
、
講

師
を
し
て
い
る
学
生
か
ら
も
感
じ

る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
、
優

秀
な
技
術
系
社
員
の
方
が
、
コ
ア

技
術
を
持
っ
た
中
小
企
業
に
多
く

流
れ
る
、
と
い
う
技
術
の
本
質
的

に
は
望
ま
し
い
流
れ
が
今
起
き
て

い
ま
す
。
そ
し
て
受
け
入
れ
る
側

で
あ
る
企
業
と
し
て
強
く
意
識
し

な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
「
入

社
後
の
若
手
技
術
者
を
し
か
る
べ

き
方
向
に
導
け
る
よ
う
、
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
す
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
こ
の
際
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の

は
、
「
（
業
務
）
評
価
と
そ
の
結

果
の
理
由
の
伝
達
」
に
な
り
ま

す
。
昇
給
や
賞
与
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
組
織
の
期
待
す
る
こ
と
に
対

す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
質
や
取
り

組
み
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の

評
価
結
果
を
伝
え
る
と
い
う
の
が

こ
こ
で
い
う
「
評
価
」
に
な
り
ま

す
。評

価
は
若
手
技
術
者
が

自
分
を
振
り
返
る

貴
重
な
機
会

　
評
価
と
い
う
と
会
社
側
、
つ
ま

り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側
か
ら
一
方
的

に
伝
え
る
と
い
う
印
象
の
あ
る
方

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
評

価
の
本
来
の
位
置
付
け
は
、
「
評

価
を
伝
え
ら
れ
た
側
が
自
分
自
身

を
振
り
返
り
、
疑
問
点
や
相
談
を

行
う
こ
と
で
、
考
え
方
の
修
正
を

行
っ
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
を
上

位
概
念
と
し
て
持
っ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
例
え
ば
若
手
技
術

者
が
評
価
を
言
い
渡
さ
れ
た
場

合
、

・
何
故
そ
の
よ
う
な
評
価
な
の
か

・ 

評
価
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を

述
べ
る

・ 

評
価
も
踏
ま
え
た
日
々
の
業
務

に
つ
い
て
の
相
談
を
行
う

・ 

よ
り
自
ら
が
役
割
を
果
た
す
た

め
に
必
要
な
行
動
に
対
す
る
助

言
を
も
と
め
る

と
い
っ
た
こ
と
を
行
う
の
は
評
価

さ
れ
る
側
に
あ
る
若
手
技
術
者
と

し
て
不
可
欠
の
姿
勢
で
す
。
よ
っ

て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
一
方
的
に

伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
ま
ず
は
そ

の
評
価
結
果
に
対
し
て
評
価
対
象

で
あ
る
若
手
技
術
者
が
発
言
を
す

る
、
と
い
う
機
会
を
設
定
す
べ
き

で
す
。

　
で
は
実
際
に
評
価
を
ど
の
よ
う

に
伝
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
こ
の
手
の
評
価
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
「
良
か
っ
た
と
こ
ろ
」

「
改
善
点
（
課
題
）
」
を
そ
れ
ぞ

れ
一
点
ず
つ
、
「
端
的
に
伝
え

る
」
で
す
。
得
て
し
て
評
価
が
不

慣
れ
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
「
改

善
点
や
課
題
を
延
々
と
話
す
」
と

い
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
最
初
の
１
、
２
分
は
話
を
聴
い

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大

体
そ
れ
以
上
の
話
に
な
る
と
あ
ま

り
頭
に
入
ら
な
い
と
い
う
の
が
聴

く
側
で
あ
る
若
手
技
術
者
の
本
音

で
す
。
「
こ
の
際
だ
か
ら
言
っ
て

お
く
け
ど
な
…
…
」
と
い
う
よ
う

な
言
葉
が
出
た
時
点
で
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
か
ら
行
う
評
価
の
伝
達
と

し
て
Ｎ
Ｇ
で
す
。

　
既
に
述
べ
た
通
り
、
評
価
を
伝

え
る
目
的
は
「
若
手
技
術
者
自
身

が
自
分
を
振
り
返
る
」
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
長
々
と
、
し

か
も
改
善
点
や
課
題
ば
か
り
並
べ

ら
れ
て
も
聴
く
気
力
が
う
せ
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
も
折
角

時
間
を
設
定
し
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
企
業
と
し
て
も
労
働
時
間
の

損
失
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
た
め
集
中
力
も
あ
る
冒
頭
、
端

的
に
話
す
（
大
体
１
、
２
分
）
と

い
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
ま
た
、
課
題
や
改
善
点
だ
け
で

な
く
、
「
良
か
っ
た
と
こ
ろ
を
伝

え
る
」
と
い
う
の
も
大
切
で
す
。

こ
れ
は
後
述
の
通
り
強
み
を
伸
ば

す
と
い
う
今
の
時
代
の
技
術
者
に

求
め
ら
れ
る
育
成
方
針
に
基
づ
い

て
い
ま
す
。
課
題
や
改
善
点
を
伝

え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
ど
ち
ら
も
ダ
ラ
ダ
ラ

と
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
理
由
も

含
め
て
端
的
に
伝
え
る
こ
と
で
、

評
価
を
受
け
る
側
の
若
手
技
術
者

が
自
分
の
振
り
返
り
を
し
や
す
い

よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

評
価
伝
達
の
重
要
な
役
割

　
評
価
伝
達
と
し
て
求
め
ら
れ
る

大
き
な
役
割
は
「
良
い
と
こ
ろ
を

よ
り
伸
ば
す
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
は
何
が
強
み
な
の
か
を

若
手
技
術
者
に
早
い
段
階
で
認
識

さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
狙
い
に
あ
り

ま
す
。
技
術
者
は
基
本
的
に
自
尊

心
が
低
く
、
そ
れ
故
、
専
門
性
至

上
主
義
を
掲
げ
て
「
知
っ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
こ
そ
正
義
と
い

う
ロ
ジ
ッ
ク
で
動
き
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
育
成
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
す
足
か
せ
に
な
る
の
で
す
。
よ

っ
て
、
早
い
段
階
で
強
み
を
意
識

さ
せ
て
自
信
を
植
え
付
け
、
外
部

の
話
を
受
け
入
れ
る
心
の
余
裕
を

与
え
る
の
で
す
。
改
善
点
の
克
服

は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
全
員
が
伝
え

る
こ
と
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
改
め
て
述
べ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
強
み
を

認
識
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
が
圧
倒
的

多
数
で
あ
る
た
め
、
良
か
っ
た
と

こ
ろ
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
と
い
う

こ
と
を
強
く
意
識
し
た
方
が
良
い

で
し
ょ
う
。
合
わ
せ
て
、
「
評
価

結
果
に
つ
い
て
、
疑
問
点
や
コ
メ

ン
ト
は
あ
る
か
」
と
言
っ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
う
す
る
こ
と
で
若
手
技
術
者

本
人
が
評
価
結
果
を
自
ら
の
振
り

返
り
に
活
用
で
き
る
確
度
と
精
度

が
高
ま
り
ま
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

も
論
理
的
思
考
力
が
強
く
求
め
ら

れ
る
時
代
で
す
。
つ
ま
り
言
い
た

い
こ
と
を
自
分
の
順
番
で
言
う
の

で
は
な
く
、
話
す
言
葉
の
一
つ
一

つ
の
目
的
を
意
識
し
な
が
ら
で
き

る
限
り
感
情
を
排
除
し
、
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
と
い
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
感
染
症
に
よ
っ
て
対
面
で
の
話

し
合
い
が
制
限
さ
れ
つ
つ
あ
る
昨

今
、
情
報
を
で
き
る
限
り
精
度
良

く
伝
え
、
そ
し
て
収
集
す
る
と
い

う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
特
に

今
回
述
べ
た
よ
う
な
評
価
伝
達
は

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
果
た
す
役
割
の

一
つ
と
し
て
大
変
重
要
で
あ
り
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
危
機
感
を
も
っ

て
自
ら
の
論
理
的
思
考
力
の
鍛
錬

に
励
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
で
し

ょ
う
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
こ
の
よ
う
な

真
摯
な
対
応
が
若
手
技
術
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
る
と
同
時
に
、
終
身
雇
用
が
大

き
く
ぐ
ら
つ
く
今
の
時
代
を
生
き

抜
く
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方

々
自
身
の
重
要
な
ス
キ
ル
と
な
っ

て
い
く
の
で
す
。
ご
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

吉田　州一郎（よしだ　しゅういちろう）
　FRP�Consultant株式会社
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用いた製
品の技術的課題解決、該関連業界への参入
を検討、ならびに該業界での事業拡大を検
討する企業をサポートする技術コンサルテ

ィング企業代表。現在も国内外の研究開発最前線で先導、指示す
るなど、評論家ではない実践力を重視。複数の海外ジャーナルに
Full�paperを掲載させた高い専門性に裏付けられた技術サポー
トには定評がある。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
製
造
業
に

必
要
な
の
は
、

「
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
仕
組
み
・
幸
せ
」

の
新
５
S
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の

日
本
企
業
の
５
S

急所98

い
け
な
い
時
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
モ
ノ
づ

く
り
企
業
に
は
、
会
社
も
従

業
員
も
幸
せ
に
な
る
仕
組
み

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
は

新
し
い
５
Ｓ
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

　
「
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・

仕
組
み
・
幸
せ
」
の
新
し
い

５
Ｓ
で
す
。

の
違
い
は
？
　
と
聞
か
れ
る

と
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
し

ま
す
。
日
本
語
の
そ
れ
ぞ
れ

の
Ｓ
は
結
構
説
明
が
難
し
い

で
す
。
と
こ
ろ
が
私
が
以
前

ア
メ
リ
カ
の
工
場
で
見
た
５

Ｓ
の
説
明
は
分
か
り
や
す
く

感
心
し
ま
し
た
。
一
般
的
な

日
本
語
の
説
明
と
は
多
少
の

違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
い
い

と
思
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と

ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｓ
ｅ
ｉ
ｒ
ｉ
：
Ｓ
ｅ
ｐ
ａ
ｒ

ａ
ｔ
ｅ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｓ
ｃ
ｒ

ａ
ｐ

�

（
分
け
て
捨
て
ろ
）

Ｓ
ｅ
ｉ
ｔ
ｏ
ｎ
：
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ

ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ

�

（
ま
っ
す
ぐ
に
置
け
）

Ｓ
ｅ
ｉ
ｓ
ｏ
ｕ
：
Ｓ
ｃ
ｒ
ｕ

ｂ

�

（
磨
く
よ
う
に
き
れ
い
に
し

ろ
）

Ｓ
ｅ
ｉ
ｋ
ｅ
ｔ
ｓ
ｕ
：
Ｓ
ｔ

ｒ
ｅ
ｔ
ｃ
ｈ

�

（
拡
大
し
ろ
）

Ｓ
ｉ
ｔ
ｕ
ｋ
ｅ
：
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ

ｄ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ｚ
ｅ

�

（
標
準
化
し
ろ
）

　
し
か
し
５
Ｓ
の
内
容
は
時

代
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
っ

て
い
く
べ
き
点
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
高
品
質
の
製
品
を

た
く
さ
ん
の
作
業
者
で
金
太

郎
飴
の
よ
う
に
大
量
生
産
す

る
時
代
、
つ
ま
り
作
業
者
を

一
列
に
並
べ
て
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
で
モ
ノ
づ
く
り
し
た
時

代
の
最
適
な
標
語
で
あ
っ
た

こ
と
も
事
実
で
す
。
例
え
ば

躾
と
い
う
言
葉
も
当
時
は
普

通
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、

今
で
は
な
じ
ま
な
い
言
葉
で

す
。
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が

世
界
と
戦
う
た
め
に
は
も
う

一
段
階
上
に
進
ま
な
け
れ
ば

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

　
だ
い
ぶ
以
前
に
、
５
Ｓ
の

ル
ー
ツ
を
調
べ
て
み
よ
う
と

し
て
頑
張
っ
て
調
べ
た
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
は
っ
き

り
し
た
こ
と
は
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
だ
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
日
本
で
生
ま
れ
た
こ
と
は

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

明
ら
か
で
す
。
何
し
ろ
５
つ

の
Ｓ
は
「
整
理
・
整
頓
・
清

掃
・
清
潔
・
躾
（
し
つ

け
）
」
の
頭
文
字
で
す
か

ら
。

　
そ
し
て
こ
の
日
本
で
生
ま

れ
た
「
５
Ｓ
活
動
」
は
、
製

造
業
の
み
な
ら
ず
サ
ー
ビ
ス

業
に
も
浸
透
し
て
い
て
、
社

員
の
行
動
規
範
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
き
て
い
ま
す
。

　
５
Ｓ
は
職
場
環
境
を
美
し

く
保
ち
、
従
業
員
の
モ
ラ
ル

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
と
て

も
役
立
ち
ま
す
。
業
務
効
率

も
上
が
り
、
不
良
を
減
ら

し
、
安
全
性
が
上
が
る
こ
と

に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

「
日
本
の
高
品
質
の
モ
ノ
づ

く
り
」
を
支
え
る
原
動
力
と

し
て
認
め
ら
れ
、
海
外
の
工

場
に
も
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
語
で
は
整
理
と
整
頓

現役生産技
術シマタケ

の

　
約
２
カ
月
前
、
業
務
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
専
門
書
が
必
要

に
な
っ
た
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
で
書
籍
を
購
入
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
が
、
自
分
の
求
め
る

専
門
書
が
電
子
版
し
か
な
い
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
の

時
、
紙
の
書
籍
の
魅
力
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
漫
画
を
は
じ
め
、
雑
誌
や

新
聞
な
ど
は
電
子
化
さ
れ
、
そ

の
利
便
性
や
持
ち
運
び
の
容
易

さ
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

専
門
書
に
お
い
て
も
電
子
化
の

波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
よ
く

考
え
て
み
ま
す
と
、
専
門
書
は

出
版
数
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
の

で
書
籍
と
し
て
在
庫
を
も
つ
よ

り
、
電
子
書
籍
の
方
が
良
い
の

か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
書
籍
に
つ
い
て
で
す

が
、
出
版
科
学
研
究
所
の
『
出

版
指
標
年
報
２
０
２
３
年
版
』

に
よ
れ
ば
、
電
子
書
籍
が
増
え

続
け
る
中
で
書
籍
市
場
は
依
然

と
し
て
健
闘
し
て
い
ま
す
が
、

読
者
層
は
高
齢
化
へ
シ
フ
ト

し
、
学
習
参
考
書
や
児
童
書
な

ど
の
教
育
系
分
野
の
需
要
は
比

較
的
安
定
し
て
い
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
の
結
果
か
ら
、

紙
の
書
籍
が
完
全
に
消
え
去
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
少
し
ず
つ
需
要
が
低
下
し

て
い
く
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
最
近
は
電
子
書
籍
が
流
行
し

て
い
ま
す
が
、
私
は
電
子
書
籍

よ
り
も
紙
の
書
籍
が
好
き
で

す
。
た
し
か
に
電
子
書
籍
は
便

利
で
す
が
、
そ
の
便
利
さ
が
逆

に
、
読
書
そ
の
も
の
が
情
報
の

取
得
だ
け
に
過
ぎ
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
個
人
的
な

感
覚
に
な
り
ま
す
が
、
紙
の
書

籍
の
方
が
手
で
ペ
ー
ジ
を
め
く

り
、
脳
に
深
い
印
象
を
残
す
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
紙
の

だ
と
い
う
返
答
で
し
た
。
彼
ら

は
、
紙
の
本
が
持
つ
触
感
や
ペ

ー
ジ
を
め
く
る
音
が
好
き
で
、

紙
の
方
が
読
ん
だ
感
じ
が
す
る

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
子
に
聞
い
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
世
代
が
変
わ
っ

て
も
紙
の
魅
力
は
変
わ
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　
電
子
書
籍
が
悪
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
紙
の

本
は
単
な
る
読
書
の
道
具
で
は

な
く
、
個
々
の
記
憶
と
感
情
を

つ
な
ぐ
媒
体
で
あ
り
、
紙
の
魅

力
は
、
電
子
書
籍
が
増
え
続
け

る
中
で
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
な

い
と
感
じ
ま
す
。
一
方
で
、
電

子
書
籍
に
は
場
所
を
と
ら
な

い
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
読
書

が
可
能
と
い
っ
た
利
点
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
に
は

独
自
の
良
さ
が
あ
り
、
必
要
に

応
じ
て
使
い
分
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
た
こ
の
頃
で
し
た
。

　
後
日
、
電
子
書
籍
版
の
専
門

書
を
購
入
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
で
読
み
始
め
ま
し
た
。
電
子

版
で
は
単
語
を
検
索
で
き
、
必

要
な
情
報
を
す
ぐ
に
探
せ
る
の

が
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
シ
マ
タ
ケ

　
共
働
き
の
子
育
て
会
社
員
。
工
場

で
15
年
間
働
く
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
。

現
在
は
某
製
造
メ
ー
カ
ー
の
生
産
技

術
担
当
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
、
第

３
種
電
気
主
任
技
術
者
、
第
２
種
電

気
工
事
士
、
機
械
保
全
技
能
士
電
機

系
２
級
、
工
事
担
任
者
（
現
Ｄ
Ｄ
第
１
種
）
、
２
級
ボ
イ
ラ
ー

技
士
、
消
防
設
備
士
（
乙
６
、
７
）
、
危
険
物
取
扱
者
（
乙

４
）
な
ど
多
数
の
国
家
資
格
を
取
得
。
心
理
学
を
勉
強
中
で
メ

ン
タ
ル
ケ
ア
心
理
士
、
行
動
心
理
士
も
取
得
。

　
「
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ツ
ボ
」
で
ブ
ロ
グ
と
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
情
報
を
発
信
中
。

　https://shimatake-web.com/

　https://www.youtube.com
/c/Japanese 

ElectricalEngineer/

手
で
ペ
ー
ジ
め
く
る
触
感

紙の魅力：電子書籍にはない価値

書
籍
は
単
な
る
情
報
の
伝
達
手

段
に
留
ま
ら
ず
、
記
憶
に
残
る

体
験
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
要
素

も
あ
り
ま
す
。
本
と
の
出
会
い

は
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
気

持
ち
で
読
ん
だ
か
と
い
っ
た
状

況
や
感
情
と
共
に
記
憶
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
エ
ネ
管
や
電
験
３

種
の
国
家
資
格
を
取
得
す
る
際

に
、
何
度
も
読
み
返
し
て
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
参
考
書
が

今
で
も
本
棚
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。
そ
の
参
考
書
を
見
る
と
、

昔
の
頑
張
り
や
仕
事
の
後
や
休

日
に
勉
強
し
た
記
憶
が
よ
み
が

え
り
ま
す
。
妻
か
ら
は
使
わ
な

い
の
な
ら
場
所
を
と
る
だ
け
だ

か
ら
捨
て
れ
ば
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
私
は
当
時
の
努
力
の
証
と

し
て
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
体
験
は
、
電
子
書
籍
で
は

得
ら
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
電
子
書
籍
と
紙
の
書
籍

に
つ
い
て
考
え
る
と
、
ふ
と
気

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

最
近
の
子
供
た
ち
は
紙
の
書
籍

と
電
子
書
籍
、
ど
ち
ら
が
好
き

な
の
か
。

　
学
校
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
支

給
さ
れ
て
宿
題
を
し
た
り
、
こ

ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
で
取
り
組
ん
だ
り
し
て
き

た
自
分
の
子
供
た
ち
に
「
ど
ち

ら
が
好
き
？
」
と
聞
い
て
み
ま

し
た
。
電
子
書
籍
や
ど
ち
ら
で

も
良
い
と
言
う
回
答
が
返
っ
て

く
る
と
予
想
し
て
い
ま
し
た

が
、
意
外
に
も
紙
の
方
が
好
き

出張版 ⑨



２０２４年（令和６年）５月１５日　　　（6）

「日本初のIPC監査認証取得」という
アドバンテックの挑戦

～認証を通じて得られたもの～

シーメンス

アドバンテック株式会社　https://www.advantech.com/ja-jp

　―監査内容でユニークだと思った点や、気づいた
点はありますか？
　ユニークな点は、徹底的な現場主義だと思います。
他の認証制度や監査制度は、認証取得が「目的」とな
りがちですが、IPCの工場監査プログラムは、より良
いものづくりのための「スタート」という位置づけ
で、他に改善できることがないかを探し、それを追求
していくという考え方です。1年後に認証の更新があ
るのですが、認証を受けてからも改善を続けていくこ

とが重要だと感じています。
　また、監査の「統計的品質管理」という項目では、
品質データを共有しながら議論を行い自社の品質がグ
ローバルでも十分通用するということが分かり、自信
になったのが気づきです、通常他社比較はできませ
ん。このようにインプットもいただけるのは非常にプ
ラスになりましたし、自分たちの現在地が見える化で
きたことは非常に重要です。監査を通じて、過去に作
った仕組みが形骸化せずに運用されているかを、しっ
かり見直す良い機会にもなりました。
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　2024年1月、アドバンテック（直
方工場）は、日本初のIPC工場監査
認証を取得しました。今回取得した
IPCの製品クラス3は、高性能エレ
クトロニクス機器の製造で要求され
る品質レベルです。
　なぜIPC監査認証取得に至ったの
か、取得前後の変化や、今後の展望
などを、今回の認証取得をリードし
た、アドバンテック直方事業所サー
ビス統括本部生産技術G大弓哲男マ
ネージャーに話を聞きました。

　―なぜ、IPC監査認証の取得に取り組まれたので
しょうか？
　日本国内の多くのメーカーは独自の高品質・高信頼
基準を掲げ、「Made in Japan」を付加価値として世
界に製品を輸出しています。
　当社も以前から、「IPC－A－610」を出来栄えの
品質基準として採用し、自社基準にも取り入れてきま
した。しかし、海外メーカーの競争力が高まる中、各
社独自の基準だけでは品質を証明・訴求するのが難し
くなっています。そこで、私たちはIPC監査認証の中
でも最も厳しい「クラス3」の認証を取得すること
で、お客さまとの取引開始前にも安心感と信頼を提供
できると考えました。
　―日本における第1号の認証取得と伺いました。
　日本においてIPCの監査制度が整備されていない時
期から、日本のIPC事務局であるジャパンユニックス
さまと連携し、「われわれと一緒にIPCの監査プログ
ラムを整備しませんか？」という提案から取り組みを
始めました。
　業界規格であるIPCからANSI、ISO、JISなどの他
の規格に展開されていく流れがあるのですが、その展

開には時間がかかります。認証取得の検討を進める中
で、エレクトロニクス市場における日々の進化に迅速
に対応するためには、IPCが最適な規格であるとの確
信が生まれました。そして、この第1号認証を取得す
ることが、私たちのものづくりが国内の実装業界をリ
ードしていくことにつながると考えたのです。

事業所内に掲げられた認定証

IPC監査認証取得に取り組んだきっかけ

　―最初に、会社と工場の概要について教えてくだ
さい。
　アドバンテックは、台湾に本社を置き、40年以上の
歴史を誇る電子機器メーカーです。産業用PCを中心
に、エッジデバイスを含む幅広い製品をグローバルに
提供しています。
　直方事業所は、オムロン直方株式会社として1966年
に創業し、2019年にアドバンテックグループの一員と
なりました。オムロン時代に培われた設計・製造ノウ
ハウに加え、グローバルなアドバンテックグループの
最先端IoTソリューションと商材、それによる知見を
生かしたDMS（受託設計・製造サービス）を提供し
ています。
　また、IPC工場認定を受けた「ものづくり力」が当
社の強みです。品質と信頼性において圧倒的な実績を
誇り、これからもお客さまや社会に貢献していくこと
が私たちの目指す姿です。

アドバンテック株式会社について

　―IPC監査に向けた取り組みについて教えてくだ
さい。
　多くの会社がうたう「〝IPCに準じた出来栄え〟の
製品製造」と「〝IPC監査認証〟に合格できる製品製
造」では、「高品質な製品を生産する仕組み」の有無
において大きく意味合いが異なり、当初は不安もあり
ました。
　最初の段階で、IPCの製品クラス3に適合させるた
めに、1年間をかけて実装技術の改善に取り組みまし
た。具体的には、「スルーホール上がり」「はんだの
ボイド」「コンフォーマルコーティングの厚みコント
ロール」などの項目に焦点を当てました。次に、さら
に1年をかけて、外観検査基準を含む社内基準の改訂
に取り組みました。
　また、日本のIPC事務局の皆さまやSMT工程、DIP
工程、品質管理など製造プロセスを担う、部門の全面
的な協力が不可欠でした。社内基準の改訂と同時に社

内でプロジェクトチームを立ち上げ、各部署のメンバ
ーにIPCスペシャリスト（CIS）の資格取得を促すな
ど、メンバーと共に体制を整えていきました。自身が
精通した工程だけではなく、CISの取得を通じて全工
程を理解し、メンバー間の相互理解が急速に進展しま
した。
　―監査当日についても教えてください。
　監査は3日間にわたり、工場の全てのプロセスにわ
たるインプットからアウトプットまで、細部に至るま
で丹念に実施されました。実際の運用がIPCの要件に
適合しているか、各種管理条件に関するエビデンスと
根拠がしっかり把握されているかが主な焦点でした。
監査では、書類や規定の確認だけでなく、オペレータ
の方々に実際の作業やヒアリングを行っていただくな
ど、日常の業務の様子を直接監査する貴重な機会とな
りました。

IPC監査に向けた取り組み 事前準備と当日対応

IPC監査の結果について

　―監査を受けての変化はありましたか？
　EMS（受託製造サービス）やDMS（受託設計・製
造サービス）における、IPCの定義に倣った仕様提案
が挙げられます。製品の信頼性を高めるために行う基
板コーティング（コンフォーマルコーティング）の厚
みを例にしますと、厚みがある程、耐環境性は向上し
ますが、放熱性の低下やコーティング被膜の割れとい
ったデメリットも生じ、かつ製造コストも高くなりま

す。しかし、IPCというグローバル基準に照らし合わ
せることで、最適な仕様提案が可能になりました。
　また、組織全体でも各プロセスや作業者レベルに

IPCが徐々に浸透し始めていると感じます。指摘され
た是正箇所についても、真因を究明し、適切な対策を
考えることで、組織として成長できたと実感していま
す。さらに、IPCを社内に定着させることで、製品品
質の向上に貢献することが期待されます。

IPC監査の活用

　―IPC監査認証を取得するメリット。
　間違いなく、IPCの監査は自社の実力向上につなが
ります。IPCが規定する領域は幅広く、監査を通じて
自社の強みや補強すべき点が明確になります。これら
全てに対して、IPCの推奨事項に従った対応や、エビ
デンスを提供してその目的を達成する代替条件の策定
が可能です。これは、社内の規定やマニュアルを整理
する良い機会にもなります。
　また、お客さまの視点でみますと、実装メーカーの
レベルは実際に取引をしてみないと分かりにくいもの
です。
　しかし、IPCの工場認定を取得したことで、お客さ
まは取引前から私たちの能力を把握できるようになり
ます。さらに、自社の独自基準ではなく、オープンな

IPC基準のため、安心・信頼を提供できる指標になる
と考えています。これにより、初めてのお客さまでも
安心して取引を始めることができ、信頼を築く上での
重要な要素となるでしょう。
　―IPC監査を受けるための注意点。
　対象範囲は広く、ボリュームが多いため〝何のため
にIPC監査を受けるのか〟の本質を見失わないことが

重要です。例えば、IPCには電子機器の組み立て品や
はんだ付工程に関する「IPC－A－610」や「IPC　J
－STD－001」といった規格がありますが、それ以外
にも多くのプロセスにおいて体系化された基準が存在
し、そのボリュームは膨大です。これらの基準を理解
し、順守するだけでなく、内容を理解し、自社の考え
を持って体系化していくことが極めて重要です。
　―IPC監査を検討する企業に期待やアドバイスを
お願いします。
　企業がIPC工場監査を検討する際には、まず自社が
目指すべきゴールを明確にすることが肝要です。当社
の場合は、蓄積してきた「電子機器の設計資産」と
「ものづくりの技術」を結集し、お客さまと共に成長
していく姿を目指しています。IPC監査認証取得によ
って、この目標がより具体化されています。この取り
組みを通じて、社内外での議論も深まり、定期的な確
認を通じて成長を継続することができます。
　「IPC監査認証取得」は、自社を目指すべき状態に
近づける手段にすぎません。自社基準ではなく、グロ
ーバルで共通言語である「IPC」を効果的に活用し
て、電子機器業界を再び日本がリードしていく姿を共
に実現していきましょう。

今後IPC監査を検討される企業に向けて

アドバンテック株式会社直方事業所


